分子生命機能科学共同セミナー
講演者：ケンブリッジ大学コードン研究所　伊澤大介博士
   演題：「染色体分配のライブ観察を用いた紡錘体チェックポ
         イントの解析」
日時：平成２５年11月28日（木）17時00分から18時30分

場所：広島大学　先端物質科学研究科4階402N

要旨

　紡錘体チェックポイント（Spindle Assembly Checkpoint: SAC）は細胞分裂の際に均等な染色体分裂を保障するための細胞の監視機構である。紡錘体に結合していない動原体ではSACが活性化し、染色体分配を遅延させるシグナルを発する。SACが活性化している動原体では、SACタンパク質のMad2、BubR1/Bub3とCdc20からなるMCC（Mitotic Checkpoint Complex）の形成が促進される。Cdc20は染色体分配を促進するAPC/C（後期促進因子）の活性化因子であるが、MCC内でMad2とBubR1に直接的に結合することにより阻害されると考えられている。しかし、MCCの阻害効果がどのように細胞全体に影響を及ぼし、染色体分裂を遅延させるかは不明である。本研究ではCdc20とMad2を高い親和性をもつタグにより強制的にリンクさせる手法を用い、SACの活性がどのように変化するか解析した結果や、昆虫細胞で発現させたヒトMCC（rMCC）を用いた結果を紹介する。
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このセミナーは、クロマチン動態数理研究拠点の共催です。
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